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2006 年  02 月  01 日  

熊野の旅 一里塚・・・市木 
 街道と言えば一里塚や分かれ道を示す石の道標、地蔵さんや道祖神などがところど

ころにあるイメージが強いのですが、この熊野街道伊勢路は東海道や中仙道のように

整備された街道ではなかったのでそうした形跡はあまりありません。街道が国道と言

う風に呼ばれるようになったときもこの道は『二級国道』でした。二級国道とは歩く

道まで含んだとりあえず国の認めた道程度のものです。当然改修も後回しになる格の

低いものなので一級国道への昇格運動が各地で繰り広げられたものです。 
 こうした街道でも一里塚はあったようですが現存しているものは写真にある『市木

一里塚』（いちぎいちりづか）だけです。この区間は七里御浜沿いに進むのですから

７里分あったはずですが・・・熊野市内には『丁塚』と言う地名はあります。『里』

の下の『丁』ごとにも印があることも多いので何丁かの塚でもあったのでしょうね。 
 この『市木一里塚』は南牟婁郡御浜町にあります。国道のすぐそばの旧国道部分に

あります。国道からも見えてはいるのですが御浜町が立てた記念碑が小さな築山の上

にあるだけですから気が付かないと思います。目標は『緑橋』と言われる橋の新宮寄

り山側の三叉路のところです。熊野市からだと松原が切れて二回目に海が見えるとこ

ろが緑橋です。 
 この『緑橋』は今は味も素っ気もない端ですが、一里塚のそばの道を少し熊野より

に進むと古い端が残っています。これについては次回載せたいと思います。 

 

カメラは レチナ 3ｃ・クセノン 50ｍｍ  by je2luz | 2006-02-01 12:19 



2006 年  02 月  02 日  

熊野の旅 緑橋・・・市木 
 昨日の市木一里塚のそばと言うかこの橋の袂に一里塚があるというほうが正しい

のでしょうね。 
 『緑橋』は旧４２号線の橋です。今は国道が少し海側に出て廃道になっていますが、

通り抜けが出来ないだけで渡ることは出来ます。 
 市木川の水門の上に作られた石造りの立派な橋です。昭和初期のものと思われます

がこのような橋はほとんど改修で消えてしまいましたがここは完全な形で残されて

います。路面がアスファルトになっているのが残念です。元々は砂利道だったのです。 
 欄干も石を丸く削りだしたものを使うなど非常に凝った造りです。入り口の方は宅

地造成されましたが景観を壊すようにはなっていません。渡りきった側は桜も植えら

れ中々ムードのある道になっています。道はそのまま新国道の方につながっているの

ですが、出口を閉鎖してあるので通り抜けは出来ません。その分、車を止めてゆっく

り休憩できると思います。 
 この道路の舗装を剥いでしまえばもっと感じの良いものになると思います。車が通

り抜けることもないのですから、砂利道でいいと思うのですが地元では反対するでし

ょうね。 
 国道４２号線からは『市木一里塚』のところで外れてすぐです。国道からも見えて

いますが、ほとんどの人は反対側の海に目を奪われて気が付かないでしょうね。立ち

寄って一見の価値はあります。 

 

 この時代の橋にアスファルト舗装は似合いません。昭和４０年ごろまでは砂利道だ

ったのですが・・・ 

 



 

カメラはレチナ 3ｃ+カータークセノン 35ｍｍ   by je2luz | 2006-02-02 09:59 

 

 

 

 

2006 年  02 月  03 日  

熊野の旅 熊野古道・旧道・新道 
 熊野古道のうち完全に残ったのは山越えの道ばかりです。徒歩の時代の山越えの道

は最短距離を階段で登るものが多かったので荷車や自動車時代になって直しようが

無く、付け替えられたので荒れるに任せながら残ったのです。荒れると言っても石畳

とか石段であるので完全に消えることもなく、又、歩きよい山道として山働きなどに

使われました。 
 町中の分は町の変化と共に変えられて行ったのでしょうが町並みとして残りまし

た。それが国道の旧道として残されています。民家を立ち退かせて拡幅すると高くつ

きますから新しくバイパスを作ったからです。 
 田舎道だった部分は明治・大正と国道が作られて元の街道はそのまま拡幅されまし

た。そのときに一里塚などが消えたのが多いようです。そしてそのときに作られた国

道も昭和 40 年代の大改修で二車線化しました。そのときは大きなカーブなどはなく

されました。浜街道・御浜街道は熊野市有馬から先は弓なりの海岸を走るので元々カ



ーブの少ない道路でしたが、河口部分では橋を掛け良いように少し内陸に入っていま

した。おかげで『市木緑橋』をはじめ『志原橋』などの水門をかねた橋は残されまし

た。残された橋の中には水門の橋でなかった『阿田和』の橋は最近架け替えられて旧

道の橋はなくなりました。 
 写真は旧道の『緑橋』の袂から新道の『緑橋』を見たものです。35ｍｍレンズでこ

の感じですから 100ｍほどしか離れていません。この間の川では「しじみ」を獲って

いたのですが近年では採る人は見なくなりました。上流のみかん畑の農薬などでいて

も食べたくない感じですが… 

 

by je2luz | 2006-02-03 13:11 

 

 

 

 

2006 年  02 月  04 日  

熊野の旅 熊野古道・旧道・似合わないもの 
 今日も『緑橋』の周辺を題材に書きます。 
 『緑橋』は趣のある橋です。昔のように海が見える状態ではなくなったのが残念で

すが反対側には紀勢線が走っていて、その向こうは田んぼです。そして紀伊山地がす



ぐそばまで迫っています。 
 道端には桜が植えられ、車の通り抜けが出来ないだけに入ってくる車もないので実

にのんびりした昔ながらの『田舎道』がそこにはあります。むかしは日本中にこうし

た道があったものです。 
 この景色に中で余分なものは、『舗装』と『電信柱』です。 
 時代劇のロケで困るのはやはりこれです。最近では舗装のないのは林道でさえ減っ

てしまいました。だから、高い堤の上を進むシーンが増えています。それもカメラ位

置を下げて路面が見えなくしています。アスファルトが写っては台無しですからね。

もっとも、地道時代でもタイヤの轍のある道を鞍馬天狗が馬で走っていましたが… 
 今は『電柱』と言いますが昔は『電信柱』と言いましたね。これも時代劇の撮影で

なくても結構邪魔なものです。電気・電話・テレビなどが勝手に立てまくって柱だら

け…空にはケーブルだらけ…日本中どちらにレンズを向けてもこれが写りこみます。

町中だけでなく田舎道も同じです。映画のロケのときはお金を払うと一時的に電線を

下げて一部の電信柱は抜いてくれるようですが、普通の写真を撮るのには頼めません

ね。 
 こんな感じの田舎道にはやはり余分なものです。新しい国道の方に移って行ってく

れるといいのですが、国道事務所の管理する敷地には電信柱はほとんど立てさせてく

れません。そばの民有地に立てに来ます。ほんのわずかな地賃をもらうだけで随分邪

魔なものが入り込んでくるのです。公共のものが公共の場所に立てられない不思議な

国です。だから、こうして移って行かないで残っているのでしょうが邪魔ですね。 
 この二点を除けばこの道は日本の田舎道です。桜が咲いていなくても、ドライブの

休憩には良いと思います。ただ、水、トイレはありませんからそのおつもりで・・・  

 

  by je2luz | 2006-02-04  



2006 年  02 月  05 日  

熊野の旅 七里御浜と川 
 七里御浜に注ぐ川の河口にある『緑橋』は樋門の上に作られたと書きました。この

ような構造は他にも熊野市井戸町の井戸川の『亀齢橋』（きれいばし）と熊野市と御

浜町の境、志原川河口の『志原橋』と合計三本あったのです。このうち井戸川の亀齢

橋は国道４２号線が改修されたときに樋門が新設され、さらに『カルバート』と言う

浜の下に導水トンネルを作って水を海に流すものが作られたので架け替えられてし

まいました。この『亀齢橋』は石と煉瓦で作られたきれいなものでした。道幅も狭く

止むを得なかったのかもしませんが惜しい橋でした。 

 
 なぜこのように樋門を昔から作ったかと言うと七里御浜の成り立ちにあります。 
 七里御浜は和歌山・三重の県境にある熊野川が押し出した石を黒潮が熊野市方面に

運んで堆積したものです。24 時間休みなく運んでいます。 
 通常のときは目に見えて動くことはないのですが、一旦海が荒れると一日でものす

ごい量を運びます。ダンプカーに何百杯もの砂利を動かします。それで河口が閉塞気

味になり、乗り越えた波により塩水がどんどん逆流始めます。波も休みなく打ち寄せ

るので見る見る間に上流まで塩が入り水田は壊滅状態になります。これを防ぐには川

を締め切ってしまうしかないので樋門を作ったのです。塩でつかるよりは真水の方が

はるかにましです。 
 こうした潮の逆流とか河口閉塞で川があふれることが何万年も続いたからでしょ

うね、この辺の川の河口には湖沼地帯があります。 
 浜の構造が砂利のところはこのように河口の閉塞がつき物です。砂のところは飛砂

による被害で苦しみます。どちらがいいのか良く分かりません。 
 カルバートはかなり効果的な方法ですが、巨額な工費が掛かります。井戸川は市街

地に被害が出ていたので改修されましたが他は中々改修されずいまだに毎年台風期



には農作物被害が出ています。 
 景観的にはカルバートはいかにも人工的なものが海まで突き出すので面白くない

ものです。 
 下は木本海岸から見た井戸川のカルバートです。 

 
カメラはシグナルネッター518/16   by je2luz | 2006-02-05 12:08 

 

 

 

 

 

2006 年  02 月  06 日  

熊野の旅 七里御浜と生活 
 一時期、全国各地で『入り浜権』と言う環境に関する住民の権利を主張する訴訟が

起こされたりしていましたね。海辺に住む住民と浜との関わりは今に比べ昔はもっと

深かったのです。 
 ここの七里御浜でも昔はもっと地元の人が浜を利用していました。 
 私が子供の頃には目の前の浜はもっときれいでした。それと言うのも今は砂利が減

ってしまい細かい砂と地面のようなものが現れて泥っぽくなっています。それに今の

ように犬の散歩に浜を使う人はいませんでした。犬も少なかったし放し飼いが多かっ

たようです。こうしたことで今と昔では浜は随分変わりました。 
 昔はこのきれいな浜が住民の生活にもっと利用されていました。 
 一般家庭ではシーツを洗濯すると浜にもって行き砂利の上に広げて干しました。糊

をつけたシーツをピンと張った状態で乾かすにはもってこいでした。夏なら砂利も焼

けているので一時間も掛かりません。布団を干すのも浜を使っていました。あちこち

にシーツや布団が広げられていたものです。今ではもう見かけません。 
 魚屋さんは干物を作るのにこの浜を使っていました。浜に杭を打ち竿をかけてサン

マの丸干しを作ったものです。非常に良く乾いたものです。 
 漁師さんは網を直すのに浜を使いました。広い浜なら魚網を広げて、悪くなった場

所を探すのも簡単です。引退したお年寄りの漁師さんなどが一年中浜に座り込んで網

を直していたものですが、今では大敷網以外の漁がなくなったのでそうした光景もほ

とんどなくなりました。 
 堤防の上では中学生くらいの若い漁師町の子が竹ざおに紐と丸太をつけたもので

カツオ釣りの練習をしていたものです。この練習無しではカツオ船には乗れませんか

らね。しかし、この光景も随分前から見たことがありません。 
 浜と住民を遠ざけたものに国道があります。以前は町中を通っていたのですが昭和

４０年代の改修で海岸堤防のすぐ内側に移されて町と浜を分断したので浜に出るに

は大きな道路を渡らなければならなくなったのです。私のように浜のそばに住んでい

ても年に一度も出なかったと言うこともあるのです。それだけ遠くなってしまったの

ですね。 



 

 カメラはイコンタ 523/16 by je2luz 

 

 

 

 

2006 年  02 月  08 日  

熊野の旅 番外 宇陀市室生寺 
 市町村合併で訳が分からなくなっていますが奈良県宇陀郡室生村も宇陀市になっ

ています。今年の１月１日から変わったのですが、国道脇の町境標識は『室生村』と

なっています。 
 となりの榛原町を見ると『市』とも思えますがそのほかの大宇陀町･菟田野町･室生

村は市には似合わない風景です。この合併では地名が消えると言うようなことはなか

ったようなので抵抗も少なかったのかもしれません。住所も宇陀郡○○から宇陀市○

○区ですからね。 

 
 どんよりした天気で薄く霧がある状態での参拝？になりましたが、室生寺に『拝観

料』を払って入りました。どこでも同じになりましたが、この室生寺の周辺は谷間の

狭いところなので車は有料駐車場しか止められません。しかし、入り口のすぐそばに

数台分の『無料駐車場』を発見しました。『どら焼き屋さん』の土地です。車を置く

と『帰りにどら焼きでも食べて行って…』と、言って機嫌よく置かせて呉れました。

これはいい場所です。観光シーズンにはどうなるのかは知りませんが… 
ちなみに、私は帰りがけに缶コーヒーとどら焼き一個頂きました。駐車料金より安

いです。参道の端から少し下がったところです。 



 『五重塔』もきれいに補修されていますが、いささか明るくなりすぎた感じもしま

す。塔を壊した犯人？の杉の切り株が残っていますが、巨木が抜けたので不自然な空

間が生まれています。これもあと十年もすれが残された木々がうまく空間を埋めて自

然に戻ると思います。 
 今回は薄日が出かけた程度でまともに写真を撮らなかったのですが、このぽっかり

開いた空間を通して塔の左手の斜面を少し登った位置からベストアングルがありま

す。二層の屋根付近の高さを稼げますからあまりひずまないで撮れますね。標準でも

入る引きもありそうです。 
 ただし、道にはなっていないので大勢の人が登っては斜面が傷みそうです。今は立

ち入り禁止ではないですが…私は天候のせいで作画する気が薄れていたのでそこに

は行かず一般的なところからメモしてきました。普段のように切り取る作業は抜きで

したが、35ｍｍでの撮影も少ししてありますからそのうちにアップします。 

 
   by je2luz | 2006-02-08 11:43 | 

 
 
 
2006 年  02 月  09 日  

熊野の旅 熊野古道シャトルバス何時まで？ 
 熊野古道が世界遺産になって入込み客の増加を見込んでで設定されたものが三重

交通系の旅行社が企画した『日帰りバスツアー』…シャトルバスです。 
名古屋と伊勢から日帰りで熊野古道・三重県領で整備された一番北の『ツヅラト峠』



から南の端の『通り峠』までの要所要所で下ろしてくれ帰りも拾ってくれると言うも

のです。バスを降りてから拾ってもらうまでは各自自由に行動するものです。料金は

名古屋から４５００円だそうです。 
 熊野市は一番遠い方なので途中まではどっさり乗っているのか知れませんが、ここ

に来たときはあまり乗っているのを見かけてことがありません。HP によると０６年

３月 31 日まで毎日運行と書いてありますが、このページもまるで更新されていない

のでこの先の運行があるのか良く分かりません。 
毎日運行などと言うたいそれた計画を立てて約束どおり運行されているのかも不

明です。運行されていれば名古屋の周辺の人には便利なハイキングコースになると思

います。 
 熊野市内では」「二木島峠～逢神坂峠」「大吹峠～波田須の道」「観音道」「松本峠～

鬼ヶ城・浜街道」「浜街道～花の窟」「横垣峠」「風伝峠」「通り峠」などがピックアッ

プされています。一回に一・二箇所として熊野市関連だけでも５回くらいのリピート

を見込んだのでしょうね。 
 この中でお勧めはやはり「松本峠～鬼ヶ城・浜街道」「浜街道～花の窟」の二つを

回るコースでしょうね。急げば半日で見られると思います。でも、熊野古道には急ぎ

旅は似合いませんね。 

 
カメラは VITO ２ by je2luz | 2006-02-09 11:46 



2006 年  02 月  10 日  

熊野の旅 熊野詣と伊勢参り 
 昔の信仰の対象として盛んに人々が訪れたところでは『熊野』と『伊勢』が有名で

す。 
 『蟻の熊野詣』と言う言葉があるほど熊野信仰が盛んな時代もあったようです。 
 『いえにあらば けにもるいいを くさまくら たびにしあれば しいのはにも

る』などと読まれたのも熊野詣の道中だとか…随分古くからの観光地だったわけです。 

 
 『熊野詣』より『伊勢参り』の方が時代が新しくなるわけですがこちらは江戸時代

に入ると『伊勢講』などというものが盛んに作られ庶民がせっせとお参りするように

なったようです。 
 都が西にあるときは摂津・紀州経由で熊野三山に来ることは難路とはいえさほど遠

いものではありません。しかし、江戸に中心が移ると関八州の人がここに来るのは大

変です。伊勢におまいりしてから悪路に入って４０里ほどは随分遠いです。関西から

だと伊勢方面と熊野方面はまるで違う方向です。おかげで熊野詣は衰えてしまったよ

うです。 

 

 歩く時代でも『伊勢』と『熊野』という隣り合った二つの信仰の場所は相乗効果は

上がりませんでしたし、鉄道から車社会になってからも、あまり相乗効果は出ません。

伊勢から熊野は通り道ではないですからね。東京ー甲府ほど離れているのです。上京

のついでに甲府に寄れと言うよな物です。かなり無理があります。 
 以前にあった『祭り博』の時こそ客は減っても増えませんでした。県の説明では『博



覧会をやって入込み客を増やせば熊野にもその何割かは行きます』でした。これを信

じた熊野の人はいませんでしたがね。 
 次は式年遷宮ですね。前回の遷宮も脚光は伊勢に向いてしまいましたが今回も同じ

でしょうね。伊勢とて思うほどの増加はないようです。今は全国観光地だらけで新し

いところが次々出来ればそちらに客足が向いても当たり前ですね。 
 新婚旅行に伊勢参りとか南紀観光なんて昔の話ですからね。 
 下は遷宮と言うもののない『本宮大社』の参道です。 
  y je2luz | 2006-02-10 11:21 

 
 
 
 
 
2006 年  02 月  11 日  

熊野の旅 関西から熊野へ 
 熊野がどの地方に属するかと言えば「関西」のはずなのですが、紀伊半島がものす

ごく大きいのと海岸まで山が迫っている険しい地形で昔から大きな町も産業もない

ので「熊野詣」くらいしか用のないところでした。『熊野を通ってどこかへ行く…』

なんてことはない地形なのです。 

 
 大阪から南下してくると潮岬（串本）を折り返し点に鉄道も国道も北上を始めます。

名古屋までひたすら北上します。地図でご覧になれば分かりますが大阪・熊野・名古

屋の位置関係は三角形の頂点になります。 
 『三角形の二辺の和は他の一辺より長い』この三角形の公理が正しいなら『熊野』

を通過点にすることはありえません。ついでに見てゆくこともないということです。

つまり、わざわざ来ていただかなくてはいけないのです。 

 
 関西から和歌山県側の『熊野三山』に来られるなら鉄路は新大阪・天王寺発新宮行

きの特急『くろしお』を使うのが一番です。隣り合わせですが熊野市・尾鷲市に来る

なら反対周りの近鉄で上六辺りから松坂に出て JR かバスに乗り換えるほうが早くな

ります。これは紀勢線が東西に分割されて乗り次がうまくゆかない場合が多いのも原

因です。 

 
 車の場合は和歌山始点の国道４２号線を南下するのが順路と思えますが、実態は海

岸沿いで遠回りしますから地元でこのルートを使う人はいません。 
 この場合も新宮行きと熊野市ではルートが変わります。新宮行きは奈良県五条市か

ら１６８号線になります。熊野市向けは橿原市から１６９号線になります。この二つ

のルートは巨大な大台・大峰山系を挟んで平行に走っています。共に山間部を走るル

ートですが改修が進んで都会の人でも走れるようになっています。ただし、冬季は日

の当たらない場所は凍結の恐れがありますから夜間の走行は考え物です。 

 



 以前は西名阪で関にでて伊勢自動車道を南下し４２号に入るルートをとる人もま

したが、168・169 号線が良くなってからはほとんどいなくなりましたね。和歌山経

由やこの伊勢自動車道経由は早くないのに高速道路料金が掛かりますからお勧めで

きません。 
 熊野古道が世界遺産指定されてからは見物する場所へのアクセス用のバスが運行

されていますから鉄路で来られても回れるようになったようです。詳しくは和歌山県

側は熊野交通、三重県側は三重交通などの HP で調べてください。広い範囲に点在し

ますから、奈良や京都のようにタクシー・ハイヤーでの見物は高くつきます。 

 
カメラは ツァイス・ネッター518/16  by je2luz | 2006-02-11 11:20 

 

 

 

 

 

 

 

2006 年  02 月  12 日  

熊野の旅 熊野古道関連施設・徐福茶屋 
 このほどオープンした熊野古道関連施設に『徐福茶屋』というものがあります。場

所は熊野市波田須町です。徐福上陸の地と言われる場所です。 
 徐福上陸の地として伝承されてきて、徐福の宮と言う祠も祭られているのですが、

これは地元で大切に祭られてはいましたが観光とかに利用はされないで来ました。 



 ここに来て、熊野古道が世界遺産になりぽつぽつと古道歩きの人も来られるので地

元の人たちが地域おこしにと発案したものです。 

 

 場所は波田須にとってはほぼ中心部の波田須神社のすぐ下、徐福の宮の真上の国道

３１１号線脇です。そばの道を降りれば徐福の宮に行けるところです。見晴らしは写

真のようにすばらしいところです。眼下には光る太平洋が望める景色は一休みするの

にちょうど良いところです。多くの人が歩く『大吹峠』からは少し離れています。大

吹峠だけを歩かれる方の目には触れないかもしれません。 

 
 この施設は地元が発案して市が補助した施設です。300万のうち200万と言う2/3
補助のものです。それと言うのもこの波田須地区は老齢化の進む熊野市内でも一番進

んだ地区の一つで 50％を越える老人がいるところです。 

 
 急傾斜で平地のない地形なので農業で生計を立てることは不可能に近いところで

す。海はあれども港もなくかつてこの地区の持っていた漁業権も売り渡したくらいで

漁業でも生計は立てられません。そうした状況で若い人が地元に残っても住居は市の

中心部に構えると言う事になります。ここには波田須小学校があったのですが昨年か

ら休校になっています。二度と再開することはないと思います。廃校とは山間部と言

う概念がありますが海岸線で国道のそばでもこのような状態が起きます。鉄道が開通

し国道も開設されても『陸の孤島』は又孤島に戻ってしまいました。 
 こうした状況でわらにもすがる気持ちで『地元負担１００万円』を作り出したので

しょう。地域住民数２２０人だそうです・・・続きは次回に・・・ 

 
                       by je2luz | 2006-02-12 10:10 



2006 年  02 月  13 日  

熊野の旅 熊野古道関連施設・徐福茶屋 2 
 波田須茶屋と銘打つこの建物も時代劇に出てくる街道筋の茶屋とは少し違うよう

です。お茶にふかし饅頭…と言う定番ははじめたとしても維持出来そうにはありませ

ん。茶屋のイメージぴったりなのは店番が爺さん・ばあさんだと言うことでしょうか。 

 
 この波田須と言うところは猿が非常に多いところです。特にこの茶屋のある波田須

神社を中心に活動する猿の群れは結構大きなものです。 
 猿が増えると共に波田須ではまともな農作物は作れなくなりました。作れるのは

『唐辛子』『高菜』『サトイモ』などなまでは辛かったりまずいものです。トマト・ス

イカ・サツマイモなどは猿のために育てるようなものです。波田須や新鹿などで『ハ

ウス』のようなもので網を張ってあるものがところどころにあるのはそうした作物を

作るための檻です。 

 
猿を閉じ込めるのは無理なので人間が檻に入っています。それに、時々ロケット花

火の音がするのは猿の群れを追い払うためです。しかし、これも最近は効果がなくな

っています。下手をすると火事の恐れもありますしね。 
 一番心配なのは観光客の方が『餌』を与えることです。そうなると日光の猿のよう

に人間を恐れず餌を呉れない人を襲うようになります。 
 今のところ熊野周辺の猿はまだおとなしくしています。 
 古道歩きに来られると猿の群れに遭遇することもあるでしょうが餌は絶対に与え

ないでください。その次に来る人が迷惑します。最後は猿退治をしなくてはならなく

なります。 



 茶屋の展望台から真下に見える木の塊が『徐福の宮』です。楠の大木の下に祠が祀

られています。 
 違うルートから降りてゆくと感じませんが、この真上から見てしまうとあそこまで

降りて。又、登ってくるのかと思うと気が重くなるかも知れません。 

 
熊野三山と熊野の地図へ   by je2luz | 2006-02-13 10:28 

 

 

 

 

2006 年  02 月  14 日  

熊野の旅 全然利用されない資源？ 
 このあたりの野山での嫌われ者に『櫨』（はぜ）があります。 
 なぜ嫌われるか？？… 
かぶれるからです。普通の人だと樹液でも付かないとかぶれませんが茂みを歩いて

いるうちに顔などに葉っぱが触ることがあり、かぶれてきます。更に、アレルギー性

体質の人だと近くを通るだけでかぶれます。こんな木ですから嫌われて当たり前です。 
 しかし、この『ハゼ』はものすごく役立つものなのです。いや、役立ったものなの

です。実は蝋の塊です。煮立てて浮いてきた脂を冷やすと白い蝋が出来ます。これに

タコ糸などの芯を入れるとろうそくの完成です。難しい作業でもありません。誰でも

簡単に出来るものです。 

 

 このように葉が落ちた後にぶどう状に固まった実が見られます。木はかなり大き

くなりますし、常緑樹の多いこの地方ではこんな枯れ木は少ないので簡単に見つけら

れます。海岸沿いにはやたらと自生しています。 



 
 蝋だらけでカロリーは高くてもおいしく無さそうなハゼの実を食べる鳥もいる

ようであちこちに生えてきます。我が家の庭にも鳥が運んだものが出てきています。 

 
 こんなに簡単にロウソクが作れるのですが、このあたりで櫨蝋からロウソクを作

った話は聞きませんね。戦時中、戦後のもののなかった時代には作った人もいたかも

しれません。ロウソクと言えば世界一の生産を誇ったのは三重県に北部の亀山です。

ここのはパラフィンから作るロウソクで和ロウソクではありませんね。 
 一杯あるようで一杯ない…これがこうした資源です。多分こんなに点在するものを

集めたらコストがものすごく掛かるでしょうし、総量も意外と少ないのでしょうね。

趣味レベルでの産品起こしには使えるかもしれません。田舎の今式産品とはその程度

のものが多いですが・・・   by je2luz | 2006-02-14 10:55  

 

 

 

 

2006 年  02 月  15 日  

熊野の旅 七里御浜の砂利たち 
 七里御浜は熊野灘が磨き上げた砂利で出来た七里に及ぶ砂利浜です。 
 熊野灘は黒潮が目の前を流れその支流が岸を洗っています。この支流の分かれ方は

気まぐれで南から北に向かって流れる黒潮本流と同じ方向に流れる『真潮』の時と渦

巻くように逆方向に流れる『逆潮』の時、そしてまるで支流が岸に来ないときがあり

ます。 
 支流が岸を洗う時は時速 20Km を超す本流のようなことはありませんが、目の前

に浮いているゴミなどが見る見る間に場所を変えるほどの速さで流れます。更に、熊

野灘と呼ばれるように沖合いは荒波で船乗りに恐れられるところですから打ち寄せ

る波は大きなことが多いところです。今は浜辺に出る観光客の人も、よそから来て泳

ぐ人もいなくなったので水難事故がほとんどなくなりましたが、以前は時々起きてい

ました。 
 沖合いにリーフがあるわけではないのでここの浜は目の前から深みになります。背

の立つところは波が砕けた場所から岸のほうだけです。ほんの 10ｍほどしかないの

です。土用波の時などは波に戯れるようなやさしいものではなく、その波を越えると

同時に背は立ちません。おまけに出る時は誰でも出られますが帰るにはテクニックが

いります。それの出来ない人は死ぬ思いをするか本当に死ぬかしかありません。流さ

れて目撃者が急を知らせて常時船のある一番近い磯崎港から救助の船が来るまでい

くら早くても一時間は掛かります。 
 このものすごいパワーの熊野灘の波は２４時間３６５日休むことなく何万年も何

億年も打ち続けています。それが鬼ヶ城を穿ち、熊野川の押し出した土砂を磨き上げ

ながら 20Km あまり木本海岸に向けて押し流してきます。ふだん見ていても砂利が

ひっくり返されていますか、ひとたび荒れると鬼ヶ城の入り口に作られた木本港を一

晩で埋めるだけ運びます。ダンプカー1000 杯ほどだそうです。これだけの力でこす



り合わせるので石はどんどん細かくなり角のない玉砂利になるのです。 
 写真には色んなものがありますが真ん中の大きな石は紀州御影です。これは本来こ

この浜にはないものです。紀州御影は固いので石垣などには向くのですが、こすりあ

わされると結晶ごとにばらばらになり砂になってしまうので、熊野川から一杯供給さ

れるのに七里御浜にはないのです。この塊は熊野川河口ではなく近くの川から石垣の

崩れたのか御浜町の沖に沈めた岩礁の岩が割れて運ばれたものと思います。 

 

  y je2luz | 2006-02-15 10:57 

 


